別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名: 航空宇宙産業中核人材育成支援事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　商工労働部　モノづくり振興課　モノづくり担当　電話番号：058-272-1111（内3093）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,600千円（前年度予算額：2,600千円）

	事業内容


	１　事業の内容


今後、市場の拡大が予想される航空宇宙産業に重点投資することにより、県の中核的産業へ成長させることを目的とし、(株)ブイ・アール・テクノセンターが実施する航空宇宙中核人材育成事業において、当該センターが県内中小企業の受講料を減免した額を対象に補助を行う。
■補助の内容
・県内中小企業に所属する受講者に対する減免額の総額を補助額とする。ただし予算額を補助の上限とする。
・減免額は、ブイ・アール・テクノセンターが独自に設定する受講料における、県内中小企業の受講料と一般受講料との差額とする。ただし、減免額は一般受講料の1/3以内とする。
■航空宇宙中核人材育成事業の概要

大型民間航空機、小型リージョナル航空機製造で進展する国際分業やコスト削減、工期短縮等国際競争のなか、我が県、国の航空宇宙産業の国際競争力と層の厚みを強化するため、次の人材育成研修を実施する。

○生産技術者の育成

既参入中堅・中小企業では、自社ノウハウを最大限に活用し、素材導入から製品納入まで自社以外の工程を含めたトータルな生産システムを構築・管理でき、新規参入企業では、航空機産業の特異性を理解し参入を牽引できる人材を育成する。
○設計技術者の育成

既参入中堅・中小企業では、航空機の構造、材料、品質保証などのノウハウを持ち、航空機の構造設計を率先してでき、新規参入企業では、航空機業界特有の知識やノウハウを理解し参入を牽引できる人材を育成する。
	２　所要経費


補助金　2,600千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
１ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
・多様な製造業の集積により強靱な地域経済をつくる。
	２　これまでの取組状況


■(株) ブイ・アール・テクノセンターの取り組みについて
○ブイ・アール・テクノセンターは、平成19年度～20年度に経済産業省の中小企業産学連携製造中核人材育成事業の採択を受け、産学官関係者の協力のもと航空宇宙産業における中核人材育成のためのカリキュラム開発に取り組み、航空宇宙産業における既参入企業の競争力を強化するとともに新規参入を促進するための実践的なカリキュラム・教材を開発した。
○この成果を事業化し、平成21年度より開発したカリキュラム・教材を用い、ブイ・アール・テクノセンターの独自事業として航空宇宙産業の製造中核人材育成を実施している。

○また、平成24年度より航空宇宙産業における構造設計の中核人材育成を実施するため、教材開発等の準備をしている。
	３　これまでの取組に対する評価


航空宇宙産業は県のモノづくり産業を支える基幹産業としての発展が期待されている。持続的発展のためには、製造工程をトータルな視点で捉える事が可能な生産技術者や業界特有の知識やノウハウをもった設計技術者の育成が必要であり、航空宇宙中核人材育成事業が軌道に乗るまで支援を継続する必要がある。
	決定額の考え方

	要求額の財源内訳（単位：千円）
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